長崎市スポーツ少年団ドッジボール実施要項
１　競技方法
1 低学年の部（４年生以下）で実施。

2 競技は長崎市スポーツ少年団ドッジボールルール（別紙参照）により行う。

3 試合に出場できる選手9名以上12名以下で1チームとし、対戦チームの人数が異なる場合には人数が少ない方のチームの総数に合わせた人数で試合開始とする。

単位団で9名揃わない場合、又は複数チームに分けた場合に9名揃わない場合、申込後、事務局で抽選し、2～３グループを1チームとして混成チームを編成する。（重複エントリーは不可）
原則として申込～混成チーム編成後はチーム構成の変更は認めない。
※当日欠席によりやむを得ず人数が揃わない（9名未満）場合には主催者の判断により例外的にチーム調整（補充）を認めることがあります。ただし、運営の都合上、当日の受付後に参加者からの変更申し出は原則受けられませんので、あらかじめご了承のうえ、当日欠席も考慮した余裕のあるチーム編成をお願いします。
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※人数が多い団は複数グループ(○○団Ａ、○○団Ｂ等)で申し込みを行う。
④　予選リーグを行い、上位チームが決勝トーナメントに進出する。
　　※組合せ等は、事務局で決定します。
⑤  試合途中の選手交代は不可。予選リーグ2試合目には登録選手(最大12名)が全員出場することとする。


⑥　予選は、１試合7分間で行う。各パートによるリーグ方式を採用する。相手チームの内野が全員アウトになるか、時間終了時に内野に残っている人数が多かったチームを勝ちとする。勝敗が決しなかった場合は引き分けとする。
　　勝点を勝＝３、分＝１、負＝０とし、同率の場合、(1)総得点、(2)直接対決の勝者、(3)各チーム代表5名によるじゃんけんで決定する。(得点とは、最後に残っている人数とする)
　⑦　決勝トーナメント戦は、7分間で行う。相手チームの内野が全員アウトになるか、時間終了時に内野に残っている人数が多かったチームを勝ちとする。勝敗が決しなかった場合は、各チーム代表5名によるじゃんけんを行う。決勝戦のみ、3分間の延長を行い、それでも決しない場合は、各チーム代表5名によるじゃんけんで決定する。

２　表　彰    上位3チームを表彰。賞状と賞品を授与する。
３　服　装    各団のユニホーム又は運動に適した服装、運動靴、帽子
４　注意事項　
1 　選手は自己の健康に十分留意し、準備運動を入念に行うこと。
2  大会役員、審判の指示に従うこと。
3 閉会式にて表彰を行う。




※A、B、C、Dコートで行います。

4 ※１コートにつき、主審及びコート係を各１人ずつ配置。
○　ドッジボールルール
１　チーム


●試合は9名以上～12名以下で、対戦チーム同士で総数が少ない方のチームに合わせます。
●１試合7分間とします。

　　　

２　コート


●コートの大きさは右の図の通りです。

３　元外野


●元外野は１人以上5人以下でチームで自由に選べます。


●元外野も相手の内野の選手をアウトにしなければ自分の内野に戻れません。

４　ジャンプボール


●試合はジャンプボールで始まります。


●ジャンパーへの内野からの第１投の攻撃は禁止です。

５　抗議・アピール


●試合中審判に抗議はできません。

６　攻撃とアウト・セーフ


●相手のノーバウンドの投球を取れなかった場合や当てられた場合にアウトになります。


●一回のノーバウンドの投球で２人以上あたった場合は、２人がアウトになります。


●顔や頭にボールが当たった場合はセーフです。


●１度味方に当たったボールを、ノーバウンドで取った場合は、その当たった選手はセーフです。


●相手が投球したときにファールがあった場合、当たってもセーフです。

７　内外野への移動


●試合中の内外野への移動はコートの外を通ります。


●試合中の内外野への移動は審判の後ろを通ります。

８　選手の交代

　　　　●選手の試合中の交代は、原則認めません。

　　　　●予選リーグに登録選手全員が少なくとも1試合出場することとします。

９　ファールとボールの支配権

　（１）オーバーライン

ボールを投げるときラインを踏んではいけません。（2歩目も）・・・相手の内野ボールとなる。

　　　　　ボールを取るときラインを踏んではいけません。・・・相手の内野または外野ボールとなる。


　
（２）ホールディング

　　　　相手のコートに転がっているボールをかき寄せてはいけません。（空中はＯＫ）・・・・相手の内野ボールとなる
　（３）タッチ・ボディ

　　　　試合中、わざと相手の選手にふれてはいけません。・・・・・相手の内野ボールとなる
（４）ヘッドアタック

　　　　相手の頭や顔を攻撃してはいけません。・・・・・・・・・・相手の内野ボールとなる。
（例）対象者15名の場合、1チーム目（①～⑨）計9名、余り6名とすると、


他単位団から3～6名を補充し、混成チームとして事務局で編成。


※事務局で編成の混成チームは応募数によりますが、当日不参加を考慮し、人数を多めにする調


整をします。


※複数チームにわける場合、団内で1つのチームに上の学年（4～3年生）が偏らない様に配慮


をお願いします。














（例）Aチームが12名登録の場合で、1試合目の対戦相手Bチームが9名登録、2試合目の対戦相


手Cチームが10名登録の場合のAチームの出場の例





１試合目：任意の9名が出場（子①、子②、子③、子④、子⑤、子⑥、子⑦、子⑧、子⑨）


２試合目：１試合目に出場していない（子⑩～子⑫）3名は必ず出場し、残りの7名はチーム内で任意に選出する。


　　　　　 　　　 （子⑩、子⑪、子⑫）　　　　　　　　　　子①～⑨





　　　　　　　　　　必ず出場（3名）　　 ＋　1試合目出場の子のうち7名を選出


※3試合目以降は自由ですが（トーナメント含む）、出場回数は均等になるよう配慮をお願いします。
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